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字は遺伝する？
「主人も私も字が下手なものですから、やっぱ
りこ の子も……。」週末に近所の子供たちが集まっ
てくる私の小さな書道教室に、ピカピカ一年生の
女の子が、お母さんに連れられてやって来ました。
私は笞を言うかね引こ、お母さんに次の二つの
事を実行するように言いました。一つ、毎日宿題
をしている時に、お母さんが見てあげること。二
つ、新しい漢字を覚えてきたら、筆順を確かめて
丁寧に書かせること。こ
の二つを三年生まで実行
して下さい、と。
一見簡単そうなこの約
束は、実はなかなか実行
が難しいのです。このピ
カピカ一年生も、だんだ
ん乱暴に書くようになつ
だので、聞いてみると案
は て
の定、お母さんは見てあげていないのです。
私は、文字の上手、下手は遺伝ではない、と思
っています。ただ、はっきり言える事は、文字に
対して関心の薄い家庭の子供は、あまり上手では
ないようです。
文字 と性 格
書道教室にはいろいろな子供が集まって来ます。
上達の早い子を横がらそっとなだめていると、と
てもよく手本を観察しています。渕こ出来ないと
ころを徹底的に練習しているのです。反対に上達
の遅い子は、手本もろくに見ないでどんどん書き
上げ、皮故の山を作っているのです。私の言う注
意もあまり聞き入れません。
子供たちの清書を見ていると、性格通りの字を
書くなあと思ったり、見かけに寄らず気の強い字
を書くなあと思ったり、いろいろです。テクニッ
クとしてはあまり上手くないけど、味のある字だ
なあと思ったりすることもあります。上手な字＝
ﾌﾟ恙 ワ
リ 泗こL５０
良い字、下手な字＝悪い
字、とは限りません。上
手でなくても、人柄が胎
裾と凛ばれる字を見ると、
㈲がなご みます。
先日、ｱO歳に手が届く
という女性が、私の教室
に入門しました。農家に
生まれて嫁ぎ、子育ても
終わり 、ご主人も見送って、やっと自分の時間が
持てた、と言うのです。子ｲ共の頃から字の下手な
のを気にしていたそうです。娘よりもまだ若い私
の言う 事を素直に聞いて、ひたむきに努力してい
ます。私は今、この女性の上達が楽しみです。
しよう いん13号（198ﾉ.12 ）1
のエネルギーとなるのではないでしょうか｡｢偉大
なワンドウードルさいごの－ぴき」（ジユリー･ア
ンドリュース箸、岩谷時子訳）の前臺さにも「こ
の本には、たった－枚の挿絵も入っていません。
それは、読者のみなさんに、みなさん自身のワン
ドウーぼルを思いうかべていただきたいからで
帆読書〃というとどこか堅苦しいイメージを持
つという万が多いのではないでしょうか。帆読書〃
というものは決して苦しいものではなく、むしろ
楽しみや充実感などが味わえます。どの様な形に
しる自分の感'|胃を動かす友達なのです。ただ選ぶ
に当たっては気をつけなければなりません。限り
す｡」とあります。無気
力･無関1Ｕ･無感動等が叫
ばれているのは想像や倉Ｕ
作する場を作ろうとしな
いからではないでしょう
か。
私自身もそう多くの話
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薑の時間をつくっているわけではなく、読んでい
る書物にも片寄りがあったりします。ですが、合
まで薑いたことは、－つの提案なのです。それこ
そ図書館等を利用してⅢ様々な経験"を生かし、
ひと回りもふ左回りも幅を持った人生|こしてはど
うでしょうか。
２古書市へGr〈編か収すず迄1，
誰しも古書店へ入った経験がおありと思います
が、古書店を|胄報機関の一つとして活用されてい
ますか。
東京|こは神田・本郷・早稲田に古書店街があり、
世界的にも類いまれな規模を誇っています。各店
が特色ある本を集め専門店化していますから、新
刊書店にない本を見つけることができます。
本の収集については、独自のルートを開拓して
関係図書を積極的に集めていますし、専門家の目
で鬘料をセレワトしますから、研究や調査に有益
な本が効率よく集まっているといえます。
このような古書店が多く集まって古書市が開か
れ、より特殊な資料が多くの人の目に触れるよう
展示されることによって、それを必要とする人へ
と流通していきます。当図書館では、この古書市
の日程を毎月表|こしてカウンター前に掲示し、案
内をしております。
図書館を積極的|こ利用するということは、自分
で本を買わすにすます為ではありません。読薑牛
活に'|員れ、課題を文献調査の面から解決しようと
するものです。必要とする資料が全て揃っている
図書館はありえませんから、どこにも所蔵されて
いない資料は自分で購入するのも－方法ですし、
まだ身辺|こ置いた手沢本でこそ本を本当|こ読み込
むことができるといえます。
毎月平均して、東京近辺だけでも10回位の古書
市が開かれていますから、ドシドシ利用して、あ
なただけが必要とする資料を発見してください。
（渡辺）
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杉田玄白岩波書店
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アルジェリアにオランという町がある。この小
説は、この町に突然ペストが流行するところから
始まる｡医師リューは､闘いを挑む。理由は､正
義のためでも人類愛のだめでもない。突然自分た
ちにふりかかった災厄|こ抵抗しようと決意し7Eだ
けだ。ジャーナリストのランベールは逃げること
を考えていた。ニヒリストのタルーは傍観者であ
る。しかし、結局、かれら＝人もリューと共に闘
いに参加する。人間の連帯とレジスタンスを描い
た、この小説を学牛詰君にすすめたい。
著者らが苦労して作り上げだ「解|本新薑」その
出版が日本の近代科学の出発点となるのだが、こ
の本はその誕生を他の科学と共にその始まりの時
代をくわしく物語っている。
しかし、何といっても、この本でいちばん心を
うだれることは、杉田玄白らの真藝な学問への態
度であり、苦労しながら未知の外国語に立ち向か
う姿である。それは、われわれにいかに学問を学
ぶか、外国語を学ぶ時の心構え・態度を教えてい
るように思う。「温故知新｣といういみで、いろい
ろ教えられる本である。一読をお勧めする。
私の鐺ぬるどの‐鯛
（このページの本は図書館に入っています）
‘の接近』 人間の大地」1ｍ
鶚溌共編 春秋社 犬養道子中央公論社
政経II部講師藤本公明 図書館浦田惠子
錘騨
この本は昭和60年4日23日より29日まで国立京
都国際会議場で|崖された第九ロトランスパーソナ
ル国際会議における発表の中から選ばれたもので
ある。トランスパーソナルとは、自我（EgO）を
超えることを意味する。西洋近代の自我意識によ
って把握されたものが唯一の正しい現実ではなく、
人間の意識は多壜的でその意識のあり方により現
実認識も変化する。従って、現実そのものに迫っ
ていく定めには、自我を超えることがLh要である
ことが認識されるようになったのである。
世界の総人□の４分の３は、南半球の貧しい
国々にすんでいる。しかもそれらの国々全体で地
球上の富の５分の１しか占めていない。そしてこ
の差はますます拡がっている。
著者は、南半球の問題（難民・飢餓など）をキ
リスト教という宗教を通して、いか|こしたらこの
地球を救えるかという大きな目標にむかって活動
している。宗教とは、人間が人閂らしく生きるこ
とであり、それを支えるものが愛であると。愛と
はまず狭さを破ることだと著者はいう。
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蕊臺臺……轤藪藝鱸鶴峯
継承と伝達
図書館斉藤毅
人類の文化が進化してきた大きな要因の－つは
知識の蓄積であり、人類が文字という道具を発明
したからである。その代表的な部分は本であり、
その集合|本が図書館ということになる。しかし、
ただ集めただけでは利用価|直は小さい。利用者が
欲する''１胄報を旱＜、正確|こ提供できることが大切
である。
世界中|こは、公共図書館や大学図書館等、図書
館と名のつくものは無数にあり、それだけ必要と
され利用されているのである。なかでも大学図書
館は有意なる人材の育成とその研究活動を目的と
してつくられている。まだ、人類の文化を発展さ
せる原動力|こなる一因をもになっている。
では、大学EZl雪館で何を揃え、どう利用しても
らうかなかなか難しいことである。全ての大学が
同じものを揃えることは、公平感があって良いか
もしれない。しかし、大学には各々個''１生があり、
その目的とするところは必ずしも同じではない。
当然、必要とする''１胄報も多種多様なものとなり、
各々の大学に合った'|胄報を収集することになる。
更|こ、時代と供|こ利用者の求める内容も変化し
てくる。図書館は、大学|こより事'|冑もあるが相応
に対応してゆかなければならない。
過去にくらべ、現代は'|青報臺が比較にならない
程増えている。前述したように、同じような本を
どこも揃えるのは予算、薑蔵｣車に限りがある。こ
れらを少しでも解決しようとするならば、図書館
|こより収集する内容Ｉに特徴がLI1要なのではないか。
このようなことから、利用者の7Eめにも－曰も早
い各図書館閂の'|胄報ネットワーワやファッワスの
整備に期待するところである。
話は少し横道|こ逸れるが、図書館は、学生の|則
から見ると好んで通う場所ではない（？）と思わ
れる。図書館の性格からして、やむを得ないのか
も知れないが、どんなに秀れた書物を集めても、
手間暇かけて整理しても、利用しにくい環境や応
待では何もならない。できれば宮殿のような建物
で、すばらしい薑物が利用できれば楽しい図薑館
になるだろう。
知識は、生体の中にあっては絶えず動き、本の
中にあっては静止している。いってみれば有形|こ
なつ7Eり、無形になったり変化する。文章を読ん
でそれを脳の中で理解する度合いは、やはりその
環境も大きく作用する一因である。我々は、過去
からの文化遺産の上に現代の知識を積み重ね、末
来に伝えてゆかなければならない。文化は現在
我々の手の中にあるが、やがて未来に弓|さ渡すこ
とが大切な任務であることも忘れてはならない。
本は大切にしなければならないが、読まなけれ
ば何の価値も生まれてこない。
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棚番号がわかります。
製本された紀要類は、書庫の中に大学名のアル
ファベット１１頁に並べられています。これらの雑誌
類の中から自分の見たい論文を探すには、正確な
巻・号が必要とされます。参考文献などが指示さ
れている場合は、それで探すことができます。そ
論文やレポートを言＜時、そのテーマに沿って
多くの文献・資料を集めることが必要です。その
手段の－つとして雑誌から'|胃報を収集する方法が
あるのではないでしょうか。
本学の図書館でも、和・洋雑誌、紀要類合わせ
て約3100タイトルほどを所蔵しています。その中
－－－－－－－－－－，の他にも参考図雪と呼ば
彗料を探す｜れる｢雑誌記事索弓'｣｢新ｉ問・雑誌記事カタ□ブ」
~－－－－－－…－－－－－…．などがあります。雑誌独
自で、ある一定期間記載した論文を、総索引、総
目次として刊行しているものもあります｡｢判例時
報総索引」「地理評論総索弓|｣等々・図書館でも２０
タイトルほどの雑誌から文献速報をコピーして綴
っています。これらの資料をもとに自分のテーマ
にそった文献を探してください。（依田）
のほんの一部の最新号は，－－－－－－－－－－－
雑誌ｺｰﾅｰに展示されＩ雑誌の中ズますが、前の号と多くの｜
雑誌は書庫の中|こありま￣~￣~－－－~~￣~￣
す。どんな雑誌を所蔵しているかはビジブルを見
ていただければわかります。ビジブルには雑誌名
の他に配架場所を示すアルファベットと数字か記
入してあります。まだ製本された雑誌は移動薑架
の中に並べてあります。それは「製本雑誌書架案
内」と書かれたノートを見れば移動書架の番号．
から資 す
銘
ダイエットと
大学図書館
事実のようである。
大学の図書館にはいわゆるオカタイ本ばかりで、
勉強以外には、あまり読みたいと思う本など少い
ものである。しかし、レポートのためばかりでは
なく、異った観点から本を読んでみるのも楽しい
ものである。そんな目で大学図書館の本を探して
みたら、見つけましたI現在ダイエット実行中の
方、これからはじめようかなと考えている方にお
すすめの１冊｢体重減量の理論』。また、太めを気
にしつつも運動不足の方には､｢トライアス□ン入
門』「基本ゴルフ講座』などいかがでしょうか。
（木下）
含年の冬はレザーのファッションが流行すると
＝うので、さっそくオーダーすることにした。三
年程前|こも一度レザーのスーツを作ったことのあ
る店に注文し、いよいよ採寸ということ|こなった。
｢あら、少しお太りになられたかしら？｣にこやか
に微笑しながら店の人は言う。ｒええ少し……｡」
とごまかしながら顔はひきつってしまう。
最近太り過ぎを気にしているのは、私ばかりで
はないようで、ダイエットのことが昼休みの話題
|こしばしばのぼる。身体|こ無理なくヤセる|こはど
うすればよいか。ヤセるのに成功したらその状態
をいかにして保つのか、興味のあるところである。
そんなことばかり気にしているからではないだ
ろうが、最新の出版'|胄報を見てもつい、減薑・ダ
イエット・ヤセるなどという書名がとても目にと
まる。この類の書物が多く出版されていることも
、
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文献雪逼と情調冒逼
法学部講師小松良正
世は'１胄報時代と言われて久しい。私自身も仕事
柄、論文等を雪く折にひしひしと薑料集めの重要
性とその苦労を思い知らされており、日頃からせ
めて手持ちの資料の整理は、とｌＵかけてはいるの
だが、なかなか追いつかない。送られてくる雑誌
やら、コピーした資料、買いこんだ本などがすぐ
だまってしまう。こんな状態だから、本稿の依頼
を受けた時はちょっととまどってしまった。はた
してご参考になるようなものがお伝えできるだろ
うか……。が、とても良い機会なので、'|胄報管理
の必要''１生を身につまされている者のひとりとして、
この場を(昔りて、日頃から特|こ必要性を感じてい
る３点、すなわち、１)コピーした資料の整理、２）
蔵書等の管理、３)自分で作成したノート等の整理
を中ｌＵに、私が会まで細々とやってきたことと、
その反省にだってこれから始めたいことについて
まとめてみたいと思う。
をつけ、目次をつけて題を薑＜・手作りの楽しさ
が味わえ愛着が生まれて、コピーされたまま読ま
れずに終わってしまうことは決っしてない。
とは＝うものの、合のところコピーばかり増え
製本が追いつかないのが現状である。これについ
ては散逸するといけないので、一時的な処置とし
て、開閉自在の茶封筒にテーマごとに分けて入れ
てある。中昧がわかるように、テーマを表に薑い
ておく。
それから、授業やゼミで使う薑料のように、外
にもち出したり、内容をさしかえたりする必要の
あるものについては、パンチで穴をあけ専用のホ
ールダーにファイルしておく。現在このファイル
が20冊ほどあるが、背|こ見出しをつけるとともに、
民法は黄色、民事訴訟法はオレンジ、破産法は赤
といった様にファイルの色で大まか|こ分けておく
と一目瞭然で、あわただしい朝などもまちがいが
ない。
私が現在行なっている資料・コピーの整理はこ
の程度のものだが､将来は、手持ちの資料把握のた
めに、テーマ別に内容等をワープ□|こｲﾝ･プッ
トしておきたいと考えている。とともに、これら
の薑料を整然と収納できるスペースがあったら、
段ボールの底につめこまれたまま死蔵されること
なく、折にふれて参照できて理想的であると思う。
寵,)ｺﾋﾟｰした資料の整理
Ｌｌ１要な資料はコピーして手元におくことが多い。
ご存知のよう|こコピーというのは手軽にとれて|更
利だが、このままでは|呆存|こ向かない。私は同じ
テーマのものを集め製本している。製本は業者に
たのめばやってもらえるが、学校にある製本機を
使えば自分でも簡単|こできる。自分で好きな表紙
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んでいくことのようで、身につけるだめ|こは避け
てとうれぬ当然の努力と思っていたが、サブ・ノ
ート作りがあまりlこ重労働なのでワープ□を使っ
てみたところ、記入する速度が速く、手書きほど
疲れず、まだできあがりが美しく読み易いので、
大変に気|こ入ってしまった。イン・プットしだ後
は､ルーズリーフ（罫線なしの無地が|更利）にプ
リントして他のノートと同様にホールダーにファ
イルして保存している。また、これとは別に、各
テーマごとに分けてフ□ツピーデイスワを用意し、
題をつけて記憶させておく。こうすると、収納の
場所が充分とれず、プリントしたホールダーをや
むなく押入れの奥にしまいこんでしまっても、場
所をとらないフ□ツピーディスワは、手元におい
て、見たい時|こどんな古いノートでもたくさんの
データの中からすぐ捜し出して見ることもでき、
保存の面でも大変|更利である。まだ、サブ・ノー
トや判例のコメントノートのように毎年手を加え
ていきたいような場合も、手軽に削除や追加がで
きる。
まだ外国の文献を翻訳する場合も、ワープ□を
I吏用すれば、大変に速いスピードで翻訳ができ、
まだそれをフロッピーに記'|意させることができる
ので便利である。
罐2)蔵書等の甑
これについては、以前は蔵書カードを作って整
理していた。が、カートV/Eりはなかなか手閨がか
かる上、鬘がふえるとカードをひくことも容易で
なく、カード自体の収納場所にも困るといった有
様で行き詰まってしまった。そこで数年前ワープ
□を使い始めたことをきっかけ|こ、ワープ□|こ書
名、著者名、何年度版か(これは是非必要)、コメ
ント等をテーマ別にイン・プットしてみたところ
大変手間が省けるので、以来ワープロを活用して
いる。蔵薑の管理|こはデータと現状を常に一致さ
せておくことが重要である。その為に|胄報の初期
入力が簡単なことが不可欠であると思う。ワープ
ロはこの要求を充分に満たしてくれる。まだ、同
時|こ入力したデータから、書名、著者名等様々な
角度から'|青報をひき出すことも必要である。こう
いった検索・分類の機能も、現在のワープ□は充
分そなえているので、私もこれからもっといろい
ろ試みて、さら|こ{更利なデータの活用法を身につ
け、手持ちの資料や本・雑誌を充分活用していき
たい。年々蔵書は増える－万で、そのスピードは
衰えない。自分で買った本ぐらい覚えているだろ
うと思うのは大きな誤りで、うっかり同じ本を二
冊買ってしまった苦い経験もある。が、ワープロ
での蔵薑管理は、蔵書が増すほどそのメリットも
大きくなっていくようで、将来にむかって実に強
い味方となってくれるだろう。
鯉3)自分で側w-卜割甑
以上が、私の研究生活の中で私なりに行なって
きだことであるが、このような方法を成功させる
最大の秘訣は、やはりこれらの作業をこつこつと
根気よく継続して行う気力であろう。
最後に、私自身も、合後さらに劾栗的な文献・
資料の整理方法を確立していきたいと考えている。
授業の準備のために毎日サブ・ノートを作って
いる。自らペンを持って字を書＜と、舅か莫大で
戸が凝ったり、手が痛くなって字が乱れたりして
大変な目にあってしまう。学生時代は一宇一宇ノ
ートを埋めていく作業が、まるで頭の中に刻みこ
‐よういん13号(1987.12）７
前略長期延滞者様 図書館長の交代と
運営委員会について
昭和60.61年の両年度図書館長を勤められ、大
変お世語になった北村文治先生|こ代って、文学部
教授西尾邦夫先生が４月１日付で新に図書館長|こ
就任された。図書館として問題山積の折、いろい
ろとご面倒な事をお願いしなければならないと思
う。
昭和61年度第２回目の運営委員会が１月９日に
開催され、懸案となっていた図雪館関係諸規定の
改正について審議された。まず図書館の根本規程
である。「国士舘大学附)言図書館規程｣を取り上げ
だが、審議未了となった。
昭和62年度委員会はこれまで|こ５月20日、６月
20日、７月20日、９日26日と４口開かれた。１回
目には図書館の現状報告、名学部等の図書購入予
篝の配分が行われ、引続き前回審議未了の規程改
正の審議をしだ。委員会は以降４回曰まで、もっ
ぱら規程改正の審議に終始し、漸く、成案を得る
に至った。審議中特に図書館長と運営委員会の条
項に論議が集中し厄。細則等|こついての改正作業
は図書館長へ－１壬となった。成案を得次第できる
だけ早い機会に改正手続きをする予定である。
（松沢）
あなたとのお付合いも合秋で３年目となりま
しだ。図雪延滞者として記録を更新中のあなた
'ことって、私は決っして|央い存在ではないでし
ようか、督促係として合後も本が返却されるま
●ｅ●●
で深い関Ｉ系を続けていくこと|こなりますので征０
了承下さい。
r本一冊ぐらいで執念深い奴だ｡」と思われて
いることでしょう。電話□のあなたは、「すぐ懲返
します｡」とか、「実家に置いてきてしまったの
で｡｣とか、二枚舌を駆(吏して返却を渋っていま
すが、紛失しているのでしたら弁|薑などの手続
をとってもらうことになります。あなたの廷滞
図書は現在入手不可能な本なので、手元にある
のでしたら絶対に返してもらわなければなりま
せん。
私も取り立て屋ではないので威圧的な態度や
強行手段は使わず、あなたの自発性を(言じて平
和的な解決を望んでいます。２０数回に及ぶ雪1足
電話や葉書|こも動じず、名前を何回張り出され
ても屈服しない意志の固さ|こは、職責を越えて
親近感さえ抱いています。
返却できない事'|冑があるのでしたら、是非相
談に来て下さい。あなたは廷滞図書があるだめ
図書館を利用できず、卒論の薑料等で大分苦労
していることでしょう。廷滞による員出禁止等
の罰則はないので、返却さえすればその日から
本を借りることもできます。会からでも遅くは
ありません。どうか真剣に考えて下さい。たっ
た－冊でも大学の貴重な蔵書なのですから。
（苫米地）
…今
編集する立場としては、どうしたら皆さんが手
にとって読んでくれるだろうかと日夜悩んだ結果
がこれである。「これでｌｌＷＵだの？｣との声が聞こ
えてきそうである。皆さんからＶサインがもらえ
るのはいつのＢか。
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